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【資料】 

 

 

   
○ 歴史資源等を活かした平和・学習拠点の可能性と在り方 

   戦争遺跡活用を位置づけた館山市の目標像 

                                                        

 

  

  

  ＜拠点の概念モデル＞                   

  「核」（核遺跡・活用機能付加＝コア）と 
「関連遺跡・活用機能付加（サテライト）」   

      およびそれらのネットワークで構成する。  

 

 ＜拠点構成の考え方＞ 

○ ３つの拠点で構成する   

○ 各拠点にそれぞれ核を設ける 

○ 資源のネットワークは、拠点地区内と 

ともに、周辺地域の他の観光施設との 

ネットワーク化も行う。 

  

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

赤山地下壕跡 

 
                                                                            

①館山海軍航空隊･洲ノ埼海軍航空隊群遺跡 

地域まるごとオープンエアーミュージアム 

館山歴史公園都市 

②東京湾要塞群遺跡 

③館山海軍砲術学校群遺跡 

平和・学習拠点形成によるまちづくりの推進に関する調査研究 

―館山市における戦争遺跡保存活用方策に関する調査研究― 

平成 15年 3月  （財）地方自治研究機構／館山市 
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＜広域における館山の位置づけ＞ 

    ○ 戦争遺跡の広域的なネットワーク 

   の中で、平和・学習を展開する 

一つの拠点として位置づける 


